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議事要旨(1) リスク分担型企業年金に関する会計処理の検討 

 

冒頭、小賀坂副委員長より、公開草案「リスク分担型企業年金の会計処理等に関する実務

上の取扱い（案）」に寄せられたコメントへの対応について検討する旨が説明され、引き続き、

藤澤専門研究員より、審議資料に基づき詳細な説明がなされた。 

説明に対する委員からの主なコメントと、それらに対する事務局からの回答は次のとおり

である。 

 

他の退職給付制度からの給付の補填がある場合の取扱い 

 ある委員より、次のコメントがあった。 

 本論点への対応はコメント対応表の記載のみで十分のようにも思われるが、リスク

分担型企業年金の会計上の分類について、他の退職給付制度からの給付の補填の有

無も考慮して判断する旨を結論の背景に追記する事務局の提案に賛成する。 

 

分類の再判定の結果、確定給付制度に分類された場合の取扱い 

 ある委員より、次のコメントがあった。 

 本実務対応報告で取扱いを示さない理由の一つとして、過去勤務費用の定義に該当

するか否かを記載すべきかについては、論点の所在を明らかにするために、記述を

残しておいた方がよいと考える 。 

これに対して、事務局より、いただいた意見を踏まえて検討する旨の回答がなされた。 

 

分類の再判定が行われる場合の取扱い 

 ある委員より、次のコメントがあった。 

 分類の再判定にあたって、追加的な拠出義務の有無は、将来に向かって判定する必

要があり、その点も含めて記載すべきと考える。 

これに対して、事務局より、いただいた意見を踏まえて検討する旨の回答がなされた。 

 

以 上 


